
２
　
交
通
事
故

記
録
の
更
新
続
く

市
内
の
自
動
車
保
有
台
数
と
交
通
量
の
急
増
に
と
も
な
っ
て
、
自
動
車

の
騒
音
・
排
出
ガ
ス
に
よ
る
大
気
汚
染
、
あ
る
い
は
、
交
通
事
故
な
ど

交
通
災
害
は
多
様
化
し
、
深
刻
化
し
て
い
る
。
な
か
で
も
、
人
命
と
の

か
か
わ
り
あ
い
が
も
っ
と
も
直
接
的
で
悲
惨
な
交
通
事
故
は
、
車
の
増

加
に
比
例
し
な
が
ら
慢
性
的
に
毎
年
三
〇
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
も
ふ
え
、

つ
ぎ
つ
ぎ
に
記
録
を
更
新
し
て
い
る
。

昭
和
四
十
年
三
月
末
、
一
一
万
三
、
〇
七
八
台
で
あ
っ
た
市
内
の
自
動

車
保
有
台
数
は
、
四
十
四
年
三
月
末
に
は
二
三
万
五
、
六
六
一
台
に
達

し
、
二
倍
以
上
に
増
加
し
て
い
る
。
し
か
も
、
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

交
通
事
故

の
主
流
と
考
え
ら
れ
る
小
型
乗
用
車
が
、
貨
物
車
を
し
の
い
で
、
七
万

二
、
六
四
二
台
の
増
加
を
し
め
し
、
保
有
台
数
の
半
数
に
近
い
一
〇
万

一
、
二
二
三
台
に
達
す
る
と
と
も
に
、
毎
年
、
増
加
台
数
の
半
数
以
上

を
し
め
て
い
る
。

表2－18　市内自動車保有台数推移
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安
全
な
く
ら
し

三
十
五
年
以
来
、
市
内
の
自
動
車
保
有
台
数
は
急
激
に
伸
び
、
四
十
四

年
ま
で
の
一
〇
年
間
で
約
五
倍
に
達
し
た
の
で
あ
る
。
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
は
、
道
路
事
情
に
か
か
お
り
な
く
、
爆
発
的
に
、
し
か
も
、
と

ど
ま
る
こ
と
な
く
進
展
し
て
い
る
。
四
十
三
年
と
の
比
較
で
、
い
ち
じ

る
し
く
交
通
量
（
一
二
時
間
）
が
増
加
し
て
い
る
地
点
は
、
一
般
国
道

一
号
線
金
港
橋
際
（
横
浜
駅
前
）
一
一
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
、
一
五
号
線

花
月
園
入
口
一
七
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
、
二
八
号
線
磯
子
警
察
署
前
一
三

・
八
パ
ー
セ
ン
ト
、
横
浜
厚
木
線
二
俣
川
派
出
所
前
（
保
土
ヶ
谷
区
）

九
・
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
、
一
般
県
道
平
戸
桜
木
町
線
大
池
バ
ス
停
（
南
区
）

八
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
、
青
砥
上
星
川
線
白
山
町
（
港
北
区
）
三
六
・
八

パ
ー
セ
ン
ト
に
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
に
反
し
て
、
道
路
の
整
備
・
拡
充
・
新
設
な
ど
は
、
自
動
車
の
保

有
台
数
や
交
通
量
の
増
大
に
く
ら
べ
そ
の
伸
び
率
は
き
わ
め
て
低
い
。

危
険
は
裏
通
り
に
も

急
激
に
、
し
か
も
、
予
測
を
こ
え
て
進
展
す
る
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

の
ス
ピ
ー
ド
に
、
巨
額
の
経
費
と
時
間
を
必
要
と
し
、
か
つ
困
難
な
土

地
問
題
を
か
か
え
る
道
路
行
政
は
追
い
つ
か
な
い
の
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
道
路
と
交
通
量
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
は
、
自
動
車
交
通
の
過
密
化

と
な
り
、
深
刻
な
交
通
渋
滞
を
も
た
ら
し
て
い
る
が
、
渋
滞
を
避
け
る

車
が
表
通
り
か
ら
裏
通
り
へ
、
裏
通
り
か
ら
さ
ら
に
細
街
路
へ
と
流
れ

込
み
、
車
の
も
つ
凶
器
性
と
相
ま
っ
て
、
交
通
事
故
を
激
増
さ
せ
る
原

因
に
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
て
、
交
通
事
故
は
市
街
地
中
心
部
に
と
ど

ま
ら
ず
、
非
市
街
地
域
や
裏
通
り
、
住
宅
区
域
な
ど
広
域
に
発
生
し
、

子
供
・
老
人
と
い
っ
た
社
会
的
な
弱
者
や
一
般
歩
行
者
を
犠
牲
に
し
て

い
る
の
で
あ
る
。

昭
和
四
十
四
年
中
に
市
内
て
発
生
し
た
交
通
事
故
は
、
一
万
三
、
五
四

二
件
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
死
者
は
二
四
五
人
、
負
傷
者
は
一
万
八
、

六
七
六
人
で
、
死
傷
者
の
合
計
は
一
万
八
、
九
二
一
人
と
な
り
、
人
口

一
万
人
あ
た
り
八
七
・
三
人
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
四
十
三
年
に
比

較
す
る
と
、
件
数
で
五
〇
〇
件
、
死
者
で
三
九
人
、
負
傷
者
で
一
、
一

九
三
人
と
い
ず
れ
も
増
加
し
、
過
去
五
年
間
に
お
け
る
最
悪
の
暗
い
記

録
と
な
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
も
っ
と
も
悲
惨
な
死
亡
事
故
の
場
合
に
つ
い
て
み
る
と
、
路

線
別
で
は
、
国
道
一
号
線
、
一
五
号
線
、
一
六
号
線
、
二
四
六
号
線
な

ど
で
一
一
六
人
、
主
要
県
道
と
一
般
県
道
で
五
三
人
、
主
要
市
道
と
一

般
市
道
で
三
七
人
、
裏
通
り
で
三
九
人
が
死
亡
し
、
事
故
多
発
路
線
は

国
道
一
号
線
四
一
人
、
国
道
一
六
号
線
四
一
人
、
国
道
二
四
六
号
線
一
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八
人
、
国
道
一
五
号
線
一
六
人
と
な
っ
て
い
る
。
と
く
に
、
国
道
一
六

号
線
は
、
国
道
一
号
線
と
な
ら
び
四
一
人
と
も
っ
と
も
多
い
死
者
数
を

し
め
し
て
い
る
が
、
延
長
距
離
は
国
道
一
号
線
の
約
二
分
の
一
で
あ
る

こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
死
亡
密
度
が
非
常
に
高
い
こ
と
が
わ
か
る
。

表2－19　市内交通事故発生状況推移

交
通
事
故

ま
た
、
旧
区
別
で
は
、
港
北
区
が
四
六
人
で
も
っ
と
も
高
く
、
つ
い
で

神
奈
川
区
三
七
人
、
保
土
ヶ
谷
区
三
六
人
、
鶴
見
区
三
三
人
、
戸
塚
区

二
四
人
の
順
と
な
り
、
路
線
と
の
か
か
わ
り
あ
い
が
深
く
、
周
辺
部
へ

の
ひ
ろ
が
り
も
見
逃
が
せ
な
い
。

目
立
つ
子
供
・
老
人
の
犠
牲

こ
れ
ら
の
死
亡
事
故
は
、
人
対
車
一
三
七
人
、
車
相
互
七
六
人
、
車
単

独
二
七
人
、
踏
切
五
人
の
別
に
発
生
し
た
。
こ
の
う
ち
、
歩
行
者
の
死

亡
数
は
一
四
〇
人
、
約
六
〇
パ
ー
セ
ン
ト
の
高
率
を
し
め
、
昭
和
四
十

三
年
に
く
ら
べ
て
も
三
二
人
と
い
ち
じ
る
し
く
ふ
え
て
い
る
。

こ
の
歩
行
者
事
故
と
関
連
す
る
学
童
・
幼
児
事
故
は
、
死
傷
者
合
計
で

は
四
七
人
の
減
少
と
な
っ
て
い
る
が
、
死
者
数
で
は
前
年
よ
り
も
幼
児

二
人
、
小
学
生
九
人
、
中
学
生
三
人
、
合
計
一
四
人
が
増
加
し
、
小
学

生
の
被
害
が
め
だ
つ
と
と
も
に
、
老
人
の
死
者
数
も
ふ
え
、
全
死
者
数

の
約
二
七
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
し
め
て
い
る
。

神
奈
川
県
警
察
本
部
の
死
亡
事
故
の
分
析
に
よ
る
と
、
歩
行
者
の
痛
ま

し
い
犠
牲
の
多
く
は
、
運
転
者
、
歩
行
者
の
理
解
に
苦
し
む
よ
う
な
交

通
ル
ー
ル
違
反
に
よ
り
発
生
し
て
い
る
。
運
転
者
は
ハ
ン
ド
ル
・
ブ
レ

ー
キ
な
ど
の
操
作
不
確
実
、
前
方
不
注
意
な
ど
の
安
全
運
転
義
務
違
反
、
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安
全
な
く
ら
し

表2－20　事故種別発生状況（昭和44年中）

酒
酔
運
転
の
ほ
か
、
運
転
経
験
三
年
未
満
の
運
転
者
の
運
転
未
熟
、
運

転
に
な
れ
は
じ
め
の
安
易
感
、
交
通
法
規
が
完
全
に
身
に
つ
か
な
い
な

ど
が
事
故
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
。
交
通
安
全
施
設
の
整
備
や
交
通
取

締
り
以
前
の
問
題
と
考
え
ら
れ
る
運
転
者
の
自
覚
や
、
運
転
道
徳
が
欠

け
て
い
る
こ
と
に
よ
り
発
生
す
る
事
故
が
全
体
の
六
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を

し
め
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

ま
た
、
歩
行
者
も
、
運
転
者
と
同
様
に
、
安
全
教
育
と
本
人
の
自
覚
以

外
に
対
策
の
求
め
よ
う
が
な
い
と
い
う
事
故
が
多
く
、
車
の
直
前
直
後

の
横
断
、
と
び
出
し
、
横
断
歩
道
外
横
断
な
ど
が
全
体
の
四
〇
パ
ー
セ

ン
ト
以
上
を
し
め
て
い
る
。
運
転
者
と
歩
行
者
が
、
そ
れ
ぞ
れ
交
通
ル

ー
ル
さ
え
ま
も
っ
て
い
れ
ば
死
亡
し
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
と
指
摘
し
て

い
る
。

対
策
に
権
限
の
な
い
自
治
体

交
通
安
全
対
策
は
、
基
本
的
に
は
道
路
体
系
を
中
心
と
す
る
都
市
構
造

の
問
題
で
あ
り
、
都
市
施
設
と
交
通
管
理
・
交
通
規
制
の
シ
ス
テ
ム
化

の
問
題
で
あ
る
。
自
治
体
に
お
い
て
長
期
的
に
し
か
も
計
画
的
に
進
め

ら
れ
る
都
市
計
画
の
な
か
で
、
一
元
的
に
推
進
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
性
格
の
も
の
で
あ
る
。
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し
か
し
、
必
要
な
権
限
と
財
源
は
す
べ
て
国
と
県
が
も
っ
て
お
り
、
現

在
市
に
あ
た
え
ら
れ
て
い
る
権
限
や
財
源
の
わ
く
の
な
か
で
は
、
抜
本

的
な
対
策
を
と
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

と
は
い
え
、
市
で
は
、
年
々
激
増
す
る
交
通
事
故
に
対
処
す
る
た
め
、

根
本
的
な
対
策
は
で
き
な
い
ま
で
も
道
路
・
街
路
の
整
備
・
拡
充
・
新

設
を
は
じ
め
、
新
し
い
都
市
づ
く
り
の
一
環
で
あ
る
高
速
道
路
・
地
下

鉄
・
公
園
な
ど
の
諸
施
設
の
建
設
を
進
め
る
一
方
、
自
治
体
で
で
き
る

当
面
の
交
通
安
全
対
策
と
し
て
、
応
急
的
な
予
防
対
策
と
事
後
救
済
対

策
を
講
じ
て
き
た
。

応
急
的
な
予
防
対
策
と
し
て
は
、
子
供
と
老
人
そ
の
他
の
一
般
歩
行
者

の
事
故
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
、
歩
道
・
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
・
横
断
歩

道
橋
な
ど
の
交
通
安
全
施
設
の
整
備
を
し
て
き
た
。
自
動
車
交
通
の
流

れ
を
円
滑
に
し
て
事
故
防
止
を
は
か
る
た
め
、
踏
切
道
の
立
体
化
を
は

じ
め
道
路
照
明
・
中
央
分
離
帯
・
道
路
標
識
・
反
射
鏡
な
ど
の
交
通
安

全
施
設
の
整
備
を
計
画
的
に
進
め
て
き
た
。

昭
和
四
十
四
年
度
ま
で
の
実
績
と
四
十
五
年
度
の
計
画
は
表
（
表
２
－

2
1
）
の
と
お
り
で
あ
る
。

と
く
に
、
四
十
五
年
度
は
、
総
額
二
億
三
、
〇
〇
〇
万
円
を
投
じ
て
延

長
二
四
キ
ロ
に
わ
た
る
歩
道
を
新
設
し
、
歩
行
者
の
安
全
を
確
保
す
る

交
通
事
故

こ
と
に
し
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
、
大
部
分
完
了
し
た
通
勤
通
学
路
の
歩
道
橋
を
さ
ら
に
八
ヵ

所
に
設
置
す
る
と
と
も
に
、
桜
木
町
ほ
か
九
ヵ
所
の
主
要
交
差
点
の
改

良
計
画
調
査
を
進
め
る
が
、
こ
れ
ら
が
改
良
さ
れ
る
と
、
と
く
に
桜
木

町
か
ら
横
須
賀
・
鎌
倉
方
面
へ
の
道
路
の
混
雑
は
か
な
り
緩
和
さ
れ
る

に
ち
が
い
な
い
。

道
路
を
歩
行
者
の
も
の
に

ま
た
、
こ
う
し
た
交
通
安
全
施
設
の
整
備
と
あ
わ
せ
て
、
必
要
な
対
策

を
総
合
的
に
進
め
る
た
め
、
昭
和
四
十
二
年
九
月
に
交
通
安
全
対
策
室

を
も
う
け
、
四
十
三
年
二
月
に
は
、
交
通
安
全
の
推
進
母
体
と
し
て
市

内
の
関
係
行
政
機
関
と
関
係
民
間
団
体
で
構
成
す
る
横
浜
市
交
通
安
全

対
策
協
議
会
を
発
足
さ
せ
て
、
市
民
総
ぐ
る
み
で
交
通
安
全
を
す
す
め

る
体
制
を
整
え
た
。

交
通
安
全
対
策
室
は
、
対
策
の
企
画
・
連
絡
調
整
を
お
も
な
仕
事
と
し
、

あ
わ
せ
て
事
後
救
済
対
策
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

交
通
安
全
対
策
室
が
中
心
に
な
っ
て
す
す
め
る
交
通
安
全
対
策
は
、
交

通
安
全
の
啓
蒙
活
動
（
交
通
安
全
運
動
年
四
回
、
子
供
と
お
と
な
の
交

通
安
全
会
議
年
一
四
回
、
街
頭
広
報
な
ど
）
、
通
学
路
の
安
全
確
保
（
黄
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安
全
な
く
ら
し

色
の
お
ば
さ
ん
、
通
学
路
点
検
）
、
道
路
開
放
（
ち
び
っ
こ
道
路
・
青

空
駐
車
追
放
運
動
・
買
物
道
路
）
そ
の
他
で
あ
る
。

通
学
路
点
検
は
、
四
十
四
年
十
二
月
に
市
民
局
・
区
役
所
・
土
木
事
務

所
・
市
教
育
委
員
会
・
警
察
署
が
一
体
と
な
り
、
市
立
小
学
校
一
八
二

校
に
つ
い
て
い
っ
せ
い
に
実
施
し
た
。
こ
の
点
検
に
よ
り
危
険
箇
所
と

判
断
さ
れ
た
一
、
〇
六
七
ヵ
所
の
う
ち
、
措
置
不
能
の
も
の
を
除
き
大

部
分
が
改
善
さ
れ
、
残
り
の
三
三
四
ヵ
所
も
四
十
五
年
度
中
に
改
善
さ

れ
る
見
通
し
と
な
り
、
大
き
な
成
果
を
あ
げ
て
い
る
。

通
学
路
の
環
境
は
、
最
近
の
交
通
事
情
の
い
ち
じ
る
し
い
変
化
に
と
も

な
っ
て
、
た
え
ず
変
化
す
る
の
で
、
児
童
生
徒
の
登
・
下
校
時
の
安
全

を
は
か
る
た
め
に
は
、
通
学
路
の
点
検
を
引
き
続
き
計
画
的
に
実
施
す

る
必
要
が
あ
ろ
う
。
な
お
、
四
十
五
年
か
ら
黄
色
の
お
ば
さ
ん
を
六
二

人
に
ふ
や
し
、
さ
ら
に
通
学
路
の
安
全
を
は
か
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

ま
た
、
道
路
開
放
は
、
ち
び
っ
こ
道
路
（
四
十
三
年
か
ら
、
現
在
九
ヵ

所
）
、
青
空
駐
車
追
放
運
動
（
四
十
四
年
か
ら
）
に
加
え
て
、
あ
ら
た
に

買
物
道
路
の
設
定
が
す
す
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
商
店
街
の
自
動
車
通
行
を
一
時
禁
止
し
て
、
主
婦
・
子
供
そ

の
他
の
歩
行
者
が
安
心
し
て
買
物
が
で
き
る
道
路
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

道
路
開
放
は
、
車
の
た
め
に
一
方
的
に
奪
わ
れ
た
裏
通
り
を
、
車
か
ら

取
り
も
ど
し
て
住
民
共
同
の
安
全
な
生
活
空
間
に
し
よ
う
と
い
う
も
の

で
あ
る
が
、
車
を
も
つ
者
と
も
た
な
い
者
と
の
利
害
関
係
が
対
立
す
る

の
で
、
車
を
も
つ
者
が
ふ
え
る
に
つ
れ
て
そ
の
開
放
は
困
離
に
な
っ
て

い
る
。
裏
通
り
は
、
本
来
、
子
供
の
遊
び
場
で
あ
り
、
お
と
な
た
ち
の

表2－21　交通安全施設整備状況
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交
通
共
済
に
八
三
万
人

つ
ぎ
に
、
事
後
救
済
対
策
で
あ
る
が
、
昭
和
四
十
二
年
七
月
か
ら
専
門

の
相
談
員
と
弁
護
士
を
お
い
て
、
市
庁
舎
市
民
広
間
（
月
～
金
）
と
区

役
所
（
週
一
回
）
で
交
通
事
故
相
談
を
始
め
た
。
開
始
以
来
の
相
談
件

数
は
、
四
十
五
年
三
月
末
現
在
、
延
一
万
一
、
九
〇
七
件
に
達
し
、
相

談
員
の
適
切
な
助
言
に
よ
り
困
難
な
交
通
事
故
の
賠
償
問
題
解
決
に
大

き
な
役
割
を
は
た
し
て
い
る
。
お
も
な
相
談
内
容
は
、
賠
償
額
算
定
方

法
八
、
二
二
三
件
、
自
動
車
損
害
賠
償
保
険
の
内
容
と
手
続
三
、
九
八

九
件
、
示
談
方
法
三
、
九
三
二
件
、
賠
償
責
任
者
の
確
認
二
、
八
二
七

件
な
ど
で
あ
り
、
被
害
者
の
求
償
方
法
に
関
す
る
相
談
が
も
っ
と
も
多

い
。
四
十
四
年
か
ら
相
談
員
を
五
人
に
ふ
や
し
、
さ
ら
に
充
実
を
は
か

っ
た
。

ま
た
、
四
十
三
年
十
二
月
に
は
、
交
通
事
故
被
害
者
の
社
会
保
障
制
度

を
補
完
し
、
生
活
安
定
の
一
助
と
す
る
交
通
災
害
共
済
制
度
を
実
施
し

た
。
四
十
三
年
度
の
加
入
者
数
は
、
五
七
万
六
、
六
二
〇
人
で
、
延
九

一
五
人
の
被
害
者
に
た
い
し
て
二
、
八
一
五
万
七
、
五
〇
〇
円
の
見
舞

交
通
事
故

金
を
支
給
し
た
。

四
十
四
年
度
は
、
制
度
の
周
知
と
関
心
も
高
ま
り
、
加
入
者
は
六
六
万

一
、
九
七
一
人
に
ふ
え
、
延
五
、
四
四
五
人
の
被
害
者
に
支
給
し
た
見

舞
金
も
一
億
八
、
三
一
六
万
円
に
達
し
、
一
応
、
制
度
の
目
的
を
達
し

て
い
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
年
度
に
は
、
生
計
維
持
者
を
失
っ
た
家
庭
に

た
い
す
る
貸
付
金
制
度
と
生
計
維
持
者
を
失
っ
た
子
供
の
た
め
の
交
通

遺
児
見
舞
金
制
度
を
実
施
し
て
、
救
済
対
策
の
充
実
を
は
か
っ
た
。
ま

た
、
消
防
局
に
お
け
る
救
急
体
制
は
、
救
急
車
二
三
台
、
救
急
認
定
病

院
五
二
ヵ
所
、
そ
の
他
救
急
機
資
材
、
救
急
通
信
機
構
な
ど
が
完
備
し
、

一
段
と
充
実
し
た
。
四
十
四
年
中
に
発
生
し
た
救
急
を
要
す
る
交
通
事

故
件
数
七
、
〇
九
九
件
の
う
ち
五
、
四
六
六
件
を
取
り
扱
い
、
そ
の
使

命
を
は
た
し
て
い
る
。

な
お
、
四
十
五
年
十
一
月
末
現
在
で
は
、
交
通
共
済
の
加
入
者
は
、
八

三
万
一
、
五
六
一
人
に
ま
で
伸
び
た
。

253 社
交
場
で
あ
り
、
貴
重
な
生
活
空
間
で
あ
っ
た
場
所
で
あ
る
。
利
害
を

こ
え
て
考
え
、
話
し
合
っ
て
み
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
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